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第 5 章は、角鋼管フランジに当板を袋貼りした上にガゼットを角鋼管の幅方向に溶接した D型供試





第 2編は、圧縮カをうける薄肉断面材の幅厚比に関する研究で、 4 章からなっている。
第 l 章では、倉西の座屈式を準用して市販のリップ溝形鋼、およびリップ山形鋼のリップ幅につい
て中食言すしている。





第 4 章は、第 2 章の理論解析にフランジによる抱束効果を入れて考察し、ウエブの有効幅に関する
第 2 章の略近的取り扱いが許容しうることを示している。
論文の審査結果‘の要旨
本論文は、いままで十分に明らかにされていなかった薄板構造材の接合部の力学性状のうち、角鋼
管とガゼットの接合部、薄肉断面材の幅厚比に焦点、をしぼって系統的な実験研究と理論解析を行なっ
たものである。すなわち、種々の形式の接合部周辺における応力集中の性状や降伏、破壊の状況を明
らかにし、接合部の補強方法を検討する一方、冷間圧延材の応力度歪度関係にもとづいて薄肉圧縮材
の有効断面を理論的に求め、実験研究を加えて、日本建築学会の規準値が危険側にあることなどを指
摘している。
以上のように、本論文は薄板構造材わよび、その接合部の設計に有力な幾多の新知見を導き、重
要な指針を与えたもので、建築工学上貢献するところが大きい。
したがって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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